
十勝で行っているスマート農業の事例

有限会社上札内機械センター 中田 正登

令和元年度 全国コントラクター等情報連絡会議



GPSガイダンスシステム・自動操舵

(有)上札内機械センターの事例



GPSガイダンスシステム導入の経緯

•以前から興味はあったが、投資金額・選定機種・補正電波の受信環
境など、いくつかの問題があり導入にふみ切れなかった

•平成24年に近隣の農家数名がGPSガイダンスシステムを導入したい
との話がもち上がり、当センターも参加することになった

•平成25年に農家グループで補正電波の基地局を設置することにな
り、当センターも加入しGPSガイダンスシステムの導入を決定する



GPSガイダンスシステム導入の決め手

•補正電波の確保

•作業の正確さ

• オペレーターの技術格差の解消

• オペレーターの作業負担軽減

•作業能率の向上

•作業・圃場データの収集

•次世代の農業機械作業の布石



GPSガイダンス導入機種

ニコン・トリンブルCFX-750 5台

ニコン・トリンブルGFX-750 1台

フェント バリオガイド（フェント）

全台GLONASSにアップグレード



自動操舵補助システム

• オートパイロット ３台

• ニコン・トリンブル

EZ-Pilot 2台 EZ-Steer 2台



トラクターへの取付画像













補正電波受送信





GPSガイダンスを利用している作業

•耕 起

•整 地

•播 種（牧草・飼料用トウモロコシ）

•鎮圧作業

•牧 草 刈

•集 草













GPSガイダンスシステムを実際に利用
しての作業メリット

•作業能率の向上

•夜間作業の負担軽減

•故障・トラブルの早期発見

•播種・施肥精度の向上

•異形圃場の作業効率向上

•軟弱圃場の作業対応

•圃場障害物の早期発見



GPSガイダンス導入後の作業能率比較

牧草刈

年 度 時間当たりの反別（ha）

H24 4.73

H25 4.99

H26 4.96

H27 6.18

H28 5.82

H29 5.87

飼料用トウモロコシ播種

年 度 時間当たりの反別(ha)

H24 1.34

H25 1.43

H26 1.66

H27 1.71

H28 1.67

H29 1.95



ドローンの活用

•収穫圃場の確認

•作物の生育状況確認

•圃場の障害物確認

•獣害被害の確認









作業管理システム（今年度より導入予定）















将来の展望
ロボット・AI・IoTなど最先端技術の進歩









十勝更別村の取り組み

スマート一次産業イノベーション特区
（研究拠点を活用した農林水産業IoTの推進）















ありがとうございました


